
決意新たに颯爽と
1 月 6 日、仙北市消防出初式が開催されました。田沢湖生保内の旧秋
木工場跡地に集合した団員たちは、式典会場の仙北市民会館まで分列
行進しながら、防災への決意を新たにしました。（関連記事 4･5 ページ）
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

優秀賞
■ 永井一花（生保内小学校 6 年）
ＳＮＳ　気づかぬうちに　ＳОＳ

優良賞
■ 門脇冴莉（角館小学校 4 年）
「どうしたの？」　その一言に　すくわれる

■ 八柳凜久（西明寺小学校 4 年）
あいさつは　仲良くなれる　おまじない

■ 門脇みなみ（桧木内小学校 5 年）
あったまる　笑顔を広げる　あいさつで

　仙北地区少年保護育成委員会（荒木和子会長）が、市内
各学校を対象に募集していた「非行防止・健全育成標語」
の入賞作品が、応募総数 705 点の中から決定しました。
　入賞者並びに作品は次のとおりです。（敬称略）

非行防止・健全育成標語

　

お
正
月
恒
例
の
「
第
14
回

仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大

会
」
が
１
月
５
日
、
角
館
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
あ
わ
せ
て
43

人
が
参
加
し
「
春
の
足
音
」

「
輝
く
未
来
」
な
ど
、
学
年

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
課
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
気
持
ち
を
込

め
て
、
時
間
い
っ
ぱ
い
熱
心

に
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
の
後
に
は
、
角

館
高
校
書
道
部
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
見
事
な
筆
さ
ば
き

で
作
品
を
作
り
上
げ
て
い

く
圧
巻
の
光
景
に
、
会
場
内

は
終
始
静
ま
り
返
り
、
書
道

部
の
皆
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

完
成
後
に
は
、
会
場
内
の

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
14
回 

仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会

優秀賞
■ 門脇七海（桧木内中学校 3 年）
一度だけ？　人生だって　一度だけ　思いとどまれ　失う前に

優良賞
■ 仙波温大（角館中学校 1 年）
考えよう　してもいいこと　悪いこと

■ 宮本春菜（神代中学校 1 年）
薬物は　良いことなしの　魔の薬

■ 櫻田凌（西明寺中学校 3 年）
メッセージ　送る前に　一（ひと）確認

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

西
木
公
民
館
の
文
芸
教
室(

清
流
の
会)

発

足
当
初
の
昭
和
54
年
か
ら
短
歌
活
動
を
続
け
、

合
同
歌
集
「
流
れ
て
三
年
」「
な
が
れ
て
八
ね

ん
」「
潤
い
よ
遥
か
な
れ
」
の
ほ
か
、
平
成
16

年
に
は
「
流
れ
豊
か
に
」
の
刊
行
に
尽
力
さ

れ
た
。
現
在
は
、
文
芸
教
室
で
会
員
を
指
導

し
な
が
ら
、
短
歌
を
詠
む
楽
し
み
と
後
進
の

方
々
の
意
欲
発
揚
に
努
め
、
強
く
継
続
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
る
。

第
13
回 

仙
北
市
芸
術
文
化
章
授
章
式

　

本
名 

小
原
博
子
。
昭
和
48
年
、
角
館
町
の

木
村
宗
竜
師
匠
に
師
事
し
茶
の
道
に
入
る
。

以
来
、
茶
道
の
研
鑽
を
つ
み
、
平
成
17
年
に

は
裏
千
家
15
代
家
元
よ
り
教
授
免
許
を
拝
受
。

平
成
28
年
に
は
角
館
町
茶
道
連
盟
３
代
目
会

長
に
就
任
し
、
茶
道
の
普
及
や
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
。
現
在
は
、
自
宅
で
茶
道
を
指
導
し

て
い
る
ほ
か
、
高
校
生
や
小
学
生
な
ど
に
茶

道
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

佐
藤
愛
子 

氏
（
82
歳
・
西
木
町
門
屋
）

小
原
宗
博 
氏
（
82
歳
・
角
館
町
表
町
下
丁
）

【
地
域
・
文
化
】

【
個
人
・
茶
道
】

　

改
組
新
第
５
回
日
展 

第
３
科
彫
刻

の
部
で
入
選
さ
れ
た
佐
藤
励
氏
（
40

歳
・
角
館
町
雲
然
）
と
第
60
回
県
美

術
展
覧
会 

日
本
画
の
部
で
特
賞
を
受

賞
さ
れ
た
佐
藤
二
郎
氏
（
74
歳
・
西

木
町
小
渕
野
）
に
は
、
仙
北
市
芸
術

文
化
栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
章

芸
術
文
化
章

栄光賞

右から仙北地区少年保護育成委員会の中村副会長、小学校の部
で優秀賞に輝いた永井一花さん（生保内小学校 6 年）、生保内
小学校の加藤校長。中学校の部

角館高校書道部による書道パフォーマンス。 熱心に筆を運ぶ参加者。

金
賞
受
賞
者
【
敬
称
略
】

◆ 

小
学
校
１
年
生
の
部

八
栁
和
華
・
堀
部
瑠
花
（
角
館
小

学
校
）

◆ 

小
学
校
２
年
生
の
部

堀
井
柚
香
（
中
川
小
学
校
）、
渡
部

瑛
太
（
角
館
小
学
校
）

◆ 

小
学
校
３
年
生
の
部

山
口
海
嘉
（
神
代
小
学
校
）、
金
谷

ひ
よ
の
・
佐
々
木
雄
（
角
館
小
学

校
）、
戸
澤
琉
之
介
・
糸
井
あ
か
り

（
中
川
小
学
校
）

◆ 

小
学
校
４
年
生
の
部

小
野
翔
（
生
保
内
小
学
校
）、
石
川

才
稀
（
神
代
小
学
校
）、大
澤
蒼
介
・

戸
澤
真
優
（
中
川
小
学
校
）、
荒
木

田
心
虹
（
白
岩
小
学
校
）

◆ 

小
学
校
５
年
生
の
部

田
口
結
子
・
袖
沢
心
（
生
保
内
小

学
校
）

◆ 

中
学
校
１
年
生
の
部

戸
澤
明
寿
（
角
館
中
学
校
）

◆ 

中
学
校
２
年
生
の
部

川
越
聖
来
（
角
館
中
学
校
）

◆ 

高
校
生
の
部

高
貝
希
美
・
三
浦
哉
・
齊
藤
叶
実
・

久
保
田
ひ
か
る
・
三
浦
海
七
・
谷

口
央
・
高
階
菜
摘
・
鎌
田
音
々
・

藤
原
瑠
南
（
角
館
高
校
）、
大
塚
瑠

那
（
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
）

　

１
月
11
日
、
仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
（
山
口
心
海
会
長
）
が
主
催
す
る
「
第
13
回
仙
北

市
芸
術
文
化
章
授
章
式
」
が
あ
き
た
芸
術
村
で
開
催
さ
れ
、
佐
藤
愛
子
氏
と
小
原
宗
博
氏

に
芸
術
文
化
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左から、佐藤愛子氏、小原宗博氏、山
口心海会長、佐藤励氏、佐藤二郎氏。

　

１
月
11
日
、
佐
藤
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
田

沢
湖
神
代
）
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

仙
北
市
か
ら
は
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

百

の
お
祝
い

百寿を迎えられた佐藤ヨシヱさん（中央）。こ
れからも、お元気でお過ごしください。

　

平
成
31
年
１
月
１
日
付
で
伊
藤
政
和
さ
ん
（
田
沢
湖
小
松
）
に
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
が

法
務
大
臣
よ
り
発
令
さ
れ
、
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局
の
鈴
木
浩
一
支
局
長
か
ら
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
清
水
力
さ

ん
（
同
日
付
退
任
、
田
沢
湖
卒
田
）
に
同
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員の委嘱状と感謝状を交付

伊
藤
政
和
さ
ん
（
右
）
に
、
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

の
鈴
木
浩
一
支
局
長
（
左
）
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

退
任
さ
れ
る
清
水
力
さ
ん
（
右
）
に
は
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

小学校の部

2019-2-1
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入賞作品をご紹介します
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１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
団
に
よ
る
分

列
行
進
と
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
雪
が
舞
う
中
、
仙
北
市
民
会
館

横
の
旧
秋
木
工
場
跡
地
に
集
合
し
た

団
員
た
ち
は
、
各
分
団
に
よ
る
人
員

報
告
後
、
真
剣
な
眼
差
し
で
式
典
会

場
の
仙
北
市
民
会
館
ま
で
分
列
行
進

し
な
が
ら
、
防
災
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
後
に
は
、
無
事
故
・
無

火
災
を
祈
っ
て
盛
大
に
餅
ま
き
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
市
民
な
ど
が
楽
し
そ

う
に
餅
や
お
菓
子
な
ど
を
拾
う
姿
が

穏やかな 1 年に

式辞を述べる門脇市長。

仙北市消防出初式

登
壇
し
て
敬
礼
す
る
新
入
団
員
。

式典では、各章の表彰が行われました。
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

引
き
続
き
、
仙
北
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
門
脇
光
浩
市
長
が

「
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
災
害

に
強
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

消
防
団
は
欠
か
せ
な
い
。
市
も
支
援

に
努
め
る
の
で
、
今
後
も
市
民
生
活

を
守
る
た
め
活
動
に
精
進
し
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
島
絹
雄
消
防
団
長
が
「
予
測
で
き

な
い
災
害
に
対
し
て
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
団
員
同
士
の
結

束
を
さ
ら
に
強
め
、
任
務
を
果
た
し

た
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
／
所
属
）

■ 

秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

　

▼ 

田
口
桂
／
第
２
分
団

　

▼ 

古
郡
和
男
／
第
２
分
団

　

▼ 

佐
々
木
隆
志
／
第
３
分
団

　

▼ 

佐
藤
俊
美
／
第
４
分
団

　

▼ 

中
村
和
好
／
第
６
分
団

　

▼ 

鈴
木
雄
喜
／
第
９
分
団

　

▼ 

藤
本
政
則
／
第
10
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

小
玉
武
夫
／
第
３
分
団 

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

平
岡
悟
／
第
４
分
団

　

▼ 

田
村
大
／
第
５
分
団

　

▼ 

阿
部
徹
／
第
５
分
団

　

▼ 

齋
藤
和
美
／
第
５
分
団

　

▼ 

髙
橋
誠
亮
／
第
８
分
団

　

▼ 

青
柳
和
美
／
第
９
分
団

　

▼ 

菅
原
茂
美
／
第
９
分
団

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

櫻
田
英
喜
／
本
部

　

▼ 

柳
屋
幸
一
／
第
１
分
団

　

▼ 

戸
村
正
光
／
第
３
分
団

　

▼ 

若
松
昌
樹
／
第
６
分
団

　

▼ 

新
山
仁
／
第
７
分
団

　

▼ 

高
橋
和
雄
／
第
７
分
団

　

▼ 

下
田
忠
浩
／
第
８
分
団

　

▼ 

鈴
木
浩
一
／
第
９
分
団

　

▼ 

本
田
清
治
／
第
10
分
団

　

▼ 

鈴
木
辰
彦
／
第
10
分
団

　

▼ 

細
井
新
一
郎
／
第
10
分
団 

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

久
米
一
也
／
第
１
分
団

　

▼ 

稲
田
明
／
第
２
分
団

　

▼ 

高
橋
昭
義
／
第
２
分
団

　

▼ 

鈴
木
武
彦
／
第
２
分
団

　

▼ 

髙
橋
均
／
第
３
分
団

　

▼ 

伊
藤
幸
二
／
第
４
分
団

　

▼ 

佐
藤
泰
人
／
第
４
分
団

　

▼ 

古
郡
和
衛
／
第
４
分
団

　

▼ 

藺
藤
幸
順
／
第
５
分
団

　

▼ 

藺
藤
道
雄
／
第
５
分
団

　

▼ 

佐
藤
秀
義
／
第
５
分
団

　

▼ 

武
藤
敏
文
／
第
６
分
団

　

▼ 

門
脇
篤
美
／
第
６
分
団

　

▼ 

小
林
幸
吉
／
第
６
分
団

　

▼ 

小
松
秀
則
／
第
７
分
団

　

▼ 

髙
橋
和
浩
／
第
８
分
団

　

▼ 

髙
橋
文
太
郎
／
第
８
分
団

　

▼ 

高
村
操
／
第
８
分
団

　

▼ 

戸
澤
正
弘
／
第
10
分
団 

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

浦
山
力
／
第
１
分
団

　

▼ 

堀
田
雅
人
／
第
１
分
団

　

▼ 

工
藤
勝
博
／
第
２
分
団

　

▼ 

石
塚
崇
／
第
２
分
団

　

▼ 

坂
本
安
浩
／
第
３
分
団

　

▼ 

真
崎
寿
浩
／
第
４
分
団

　

▼ 

佐
藤
幸
靖
／
第
４
分
団

　

▼ 

信
田
務
／
第
４
分
団

　

▼ 

阿
部
幸
喜
／
第
５
分
団

　

▼ 

鈴
木
大
也
／
第
５
分
団

　

▼ 

齋
藤
隆
志
／
第
５
分
団

　

▼ 

佐
々
木
道
敏
／
第
５
分
団

　

▼ 

門
脇
尚
徳
／
第
５
分
団

　

▼ 

橋
本
吉
徳
／
第
６
分
団

　

▼ 

佐
藤
一
也
／
第
８
分
団

　

▼ 

草
彅
次
雄
／
第
８
分
団

　

▼ 

林
崎
和
幸
／
第
９
分
団

　

▼ 

熊
谷
玲
／
第
10
分
団 

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

藤
島
絹
雄
／
本
部

　

▼ 

赤
坂
透
／
第
５
分
団

　

▼ 

髙
橋
清
治
／
第
８
分
団

　

▼ 

後
藤
恭
司
／
第
10
分
団 

【
功
労
章
（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が
班
長

以
上
）】

　

▼ 

高
橋
孝
行
／
第
１
分
団

　

▼ 

田
口
房
好
／
第
３
分
団

　

▼ 

三
浦
誠
／
第
３
分
団

　

▼ 

佐
藤
誠
進
／
第
４
分
団

　

▼ 

猪
本
一
／
第
５
分
団

　

▼ 

畠
山
重
正
／
第
６
分
団

　

▼ 

小
松
健
／
第
８
分
団

　

▼ 

辻
晴
美
／
第
９
分
団

　

▼ 

伊
藤
時
秀
／
第
９
分
団 

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

　

▼ 

羽
川
勇
樹
／
第
１
分
団

　

▼ 

山
舘
朋
之
／
第
１
分
団

　

▼ 

羽
根
川
大
輝
／
第
１
分
団

　

▼ 

江
橋
武
／
第
２
分
団

　

▼ 

三
浦
英
敏
／
第
２
分
団

　

▼ 

三
浦
修
／
第
２
分
団

　

▼ 

樋
口
清
和
／
第
３
分
団

　

▼ 

髙
橋
武
志
／
第
３
分
団

　

▼ 

小
玉
誠
／
第
３
分
団

　

▼ 

荒
木
田
浩
生
／
第
３
分
団

　

▼ 

羽
川
好
和
／
第
３
分
団

　

▼ 

髙
橋
寿
和
／
第
３
分
団

　

▼ 

佐
藤
広
海
／
第
５
分
団

　

▼ 

高
橋
巧
／
第
６
分
団

　

▼ 

橘
正
勝
／
第
６
分
団

　

▼ 

草
彅
健
一
／
第
７
分
団

　

▼ 

髙
橋
光
／
第
８
分
団

　

▼ 

千
葉
哲
／
第
９
分
団

　

▼ 

山
形
満
／
第
９
分
団

　

▼ 

菅
原
一
正
／
第
９
分
団

　

▼ 

髙
橋
幸
人
／
第
９
分
団

　

▼ 

辻
純
／
第
９
分
団

　

▼ 

大
澤
広
也
／
第
10
分
団

【
無
火
災
分
団
】

　

▼ 

第
１
分
団　

４
年
間
無
火
災

　

▼ 

第
10
分
団　

３
年
間
無
火
災

　

▼ 

第
４
分
団　

１
年
間
無
火
災

【
優
良
分
団
】

　

▼ 

第
４
分
団　

支
部
訓
練
大
会
３
位

　

▼ 

第
８
分
団　

市
訓
練
大
会
準
優
勝

【
感
謝
状
】

　

▼ 

荒
木
田
俊
一

　

▼ 

荒
木
田
憲
治

　

▼ 

門
脇
成
太
郎

　

▼ 

青
柳
良
信

　

▼ 

小
玉
一
夫

■ 

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

草
薙
一
紀
／
第
１
分
団

　

▼ 

大
月
孝
／
第
２
分
団

　

▼ 

高
橋
和
平
／
第
２
分
団

　

▼ 

田
口
隆
浩
／
第
２
分
団

　

▼ 

石
橋
誠
／
第
３
分
団

　

▼ 

羽
根
川
光
彰
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
村
勉
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
村
和
浩
／
第
３
分
団

　

▼ 

藤
川
悟
志
／
第
４
分
団

　

▼ 

三
浦
光
洋
／
第
４
分
団

　

▼ 

芳
賀
勉
／
第
４
分
団

　

▼ 

村
上
純
男
／
第
４
分
団

　

▼ 

佐
藤
治
栄
／
第
４
分
団

　

▼ 

伊
藤
雅
人
／
第
４
分
団

　

▼ 

橋
本
諒
／
第
６
分
団

　

▼ 

橋
本
護
／
第
６
分
団

　

▼ 

小
松
正
／
第
７
分
団

　

▼ 

船
木
基
行
／
第
９
分
団

　

▼ 

伊
藤
一
紀
／
第
９
分
団

　

▼ 

佐
藤
正
人
／
第
９
分
団

　

▼ 

小
林
琢
磨
／
第
10
分
団

　

▼ 

青
山
大
輔
／
第
10
分
団

■ 

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷

　

 

支
部
長
表
彰

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

辻
薫
／
本
部

　

▼ 

阿
部
康
広
／
本
部

　

▼ 

伊
藤
誠
司
／
第
１
分
団

　

▼ 

伊
藤
愛
弓
／
第
１
分
団

　

▼ 

髙
田
将
之
／
第
２
分
団

　

▼ 

永
井
孝
則
／
第
２
分
団

　

▼ 

角
田
孝
志
／
第
２
分
団

　

▼ 

坂
本
要
／
第
３
分
団

　

▼ 

樋
口
健
二
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
口
信
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
口
恭
平
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
口
友
也
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
中
弘
正
／
第
３
分
団

　

▼ 
真
崎
芳
宏
／
第
４
分
団

　

▼ 
門
脇
祐
二
／
第
４
分
団

　

▼ 
佐
藤
弘
／
第
４
分
団

　

▼ 

新
山
清
和
／
第
５
分
団

　

▼ 

浅
利
隼
太
／
第
６
分
団

　

▼ 

齋
藤
隆
伸
／
第
６
分
団

　

▼ 

菅
原
和
美
／
第
８
分
団

　

▼ 

草
彅
吉
憲
／
第
８
分
団

　

▼ 

木
村
貴
則
／
第
８
分
団

　

▼ 

相
馬
勲
／
第
８
分
団

　

▼ 

石
郷
岡
敦
／
第
９
分
団

　

▼ 

黒
沢
毅
／
第
10
分
団

■ 

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

　

▼ 

浅
利
孝
宏
／
第
１
分
団

　

▼ 

浅
利
健
勇
／
第
１
分
団

　

▼ 

川
越
祥
太
／
第
１
分
団

　

▼ 

田
口
暢
成
／
第
２
分
団

　

▼ 

髙
橋
佐
門
／
第
３
分
団

　

▼ 

田
中
薫
／
第
３
分
団

　

▼ 

藤
原
大
樹
／
第
４
分
団

　

▼ 

阿
部
大
地
／
第
６
分
団

　

▼ 

門
脇
良
太
／
第
６
分
団

　

▼ 

阿
部
峻
之
／
第
６
分
団

　

▼ 

佐
藤
信
一
／
第
７
分
団

　

▼ 

髙
橋
清
郁
／
第
８
分
団

　

▼ 

藤
元
裕
美
／
第
８
分
団

　

▼ 

髙
橋
健
／
第
９
分
団

　

▼ 

鈴
木
清
人
／
第
９
分
団

　

▼ 

青
柳
光
範
／
第
９
分
団

　

▼ 

髙
橋
拓
也
／
第
９
分
団

　

▼ 

石
郷
岡
敏
行
／
第
９
分
団

　

▼ 

髙
橋
亙
／
第
９
分
団
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⑤

2019 年 2 月　  冬まつりカレンダー 仙北市の

冬まつり
市内で行われる7つの冬まつりをご紹介します。
今年1年のお願いごとをしたり、イベントに参加したり、
屋台でおいしいものを味わったり…。様々な楽しみ方がで
きる冬まつり。寒いだけではない冬を楽しんでみませんか。

① ② ③

④

⑥ ⑦

中世・近世の白岩の栄華が光で再現さ
れます。雲巌寺の鐘が鳴り響く中、中
世白岩城址「館山」の参道に、かがり
火 500 個、近世平城跡に 300 個のミ
ニかまくら、本町通りに 200 個のか
がり火が灯ります。

2 月 2 日㈯
※雨天・強風の場合は翌日に順延

17:00 ～ 20:00
主会場：白岩平城

～白岩村おこし～プロジェクトＳ
☎ 53-2485

問

場

日

①白岩城址燈火祭

時

無病息災や五穀豊穣、家内安全など、
その年への願いを紙風船に託して、真
冬の夜空に打ち上げます。願いごとの
ほか美人画や武者絵などが描かれた紙
風船も打ち上げられます。

2 月 10 日㈰

15:00 開場
18:00 ～ 20:30 随時打ち上げ

西木町紙風船広場

西木観光案内所
☎ 42-8480

問

場

日

②上桧木内の
紙風船上げ

時

五穀豊穣や家族の無病息災など、1 年
の無事を祈願する小正月行事です。炭
俵に 1メートルほどの縄を結び、その
炭俵に火をつけて縄の先端を持ち、自
分の体のまわりを振り回します。

2 月 13 日㈬・14 日㈭

13 日 17:00 ～
　　  20:00 頃～冬花火

13 日・桜並木駐車場
14 日・角館町内各所

仙北市観光情報センター
「角館駅前蔵」　☎ 54-2700

問

場

日

③角館火振りかまくら

時

市内の小正月行事をはじめ、昨年好評
だった「汁－椀グランプリ」や雪像コン
テスト、けっちぞり大会、雪上ストリー
ドダンス選手権などイベント盛りだくさ
んです。16 日の 20:00 からは花火大
会も行われます。

2 月 16 日㈯・17 日㈰

10:00 ～ 21:00
（17 日は 15:00 まで）

たざわ湖スキー場特設会場

仙北市田沢湖観光情報セン
ター「フォレイク」
☎ 43-2111

問
場

日

④田沢湖高原
雪まつり

時

金毘羅神社にその年の無火災を祈願す
る年中行事です。若者たちが桧木内川
で身を清めた後、腰にわらで編んだ「け
んだい」と白足袋、わらじ履きで、勇ま
しいかけ声とともに集落を走ります。

2 月 17 日㈰

11:00 出発

西木町桧木内字松葉

西木観光案内所
☎ 42-8480

問

場

日

⑤松葉・相内の
裸参り

時

豊作、縁結び、子宝、家内安全などを
祈願する中里塞之神の小正月行事です。
朴（ほお）の木で作った小型の鍬 カン
デッコと胡桃（くるみ）の木で作った
男根をしめ縄の両端に結んで一対にし、
これを神木である桂に投げかけます。

2 月 19 日㈫

18:30 頃～

西木町桧木内字中里

西木観光案内所
☎ 42-8480

問

場

日

⑥中里の
カンデッコあげ

時

田沢湖生保内地区に古くから伝わる小
正月行事です。火のついた稲わらを持
ちながら練り歩き、害虫を追い払うし
ぐさをして、その年の五穀豊穣を願い
ます。

⑦なろか
2 月 19 日㈫　

18:30 ～
市役所田沢湖庁舎駐車場

なろか保存会　☎ 43-2288

日

場
問

時
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

　
当
院
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し

た
場
合
、
重
症
化
し
や
す
い
患
者
さ
ん
が

入
院
し
て
お
り
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、

次
の
と
お
り
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
原
則
と
し
て
、
家
族
以
外
の
面
会
、
家

族
以
外
で
あ
っ
て
も
特
別
な
理
由
の
な

い
面
会
を
禁
止
（
手
術
な
ど
の
付
き
添

い
、
病
院
か
ら
の
連
絡
が
あ
り
来
院
さ

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
強
化
に
伴
う
お
願
い

【
問
合
せ
】
市
立
角
館
総
合
病
院
（
角
館
町
岩
瀬
） 

☎
（
54
）２
１
１
１

れ
た
場
合
な
ど
を
除
く
）
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
大
勢
で
の
面
会
、
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ま
同
伴
で
の
面
会
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

●
面
会
の
際
は
、
病
棟
の
「
面
会
受
付
票
」

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
面
会
の
方
は
、
必
ず
マ
ス
ク
着
用
、
手

指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交通災害共済

年間掛金 300円

不慮の災害共済

年間掛金 700円

道路上で自動車・バイクを運転

中に衝突した、自転車で転倒し

た、歩行中に自動車にひかれた、

などといった事故にあった場合

に、共済金が支給されます。

死亡　  　100万円

入院1日　2,000円

通院1日　 800円

道路上でないところでの自動車な

どによる事故、作業中の事故、ス

ポーツ・レクリエーション中の事

故、地震や火災などの災害にあっ

た場合に、共済金が支給されます。

死亡　    　60万円

入院1日　1,100円

通院は対象外

●
加
入
資
格
／
仙
北
市
に
住
民
票
が
あ

る
方

●
共
済
期
間
／
４
月
１
日
㈪
～
平
成

32
年
３
月
31
日
㈫

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合
は
、

翌
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

●
加
入
受
付
期
間
／
２
月
１
日
㈮
か

ら
通
年
加
入
可

※
取
扱
金
融
機
関
で
は
、
２
月
１
日
㈮
か

ら
７
月
31
日
㈬
ま
で

●
加
入
受
付
窓
口
（
平
日
の
み
）／

　
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
）、
田
沢

湖
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
、
取
扱
金
融
機
関

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
り
込
み
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
秋
田
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.akita-sg

.jp/kotsu/top.htm
l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
「
交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の
災
害
共
済
」

加
入
申
し
込
み
受
付
開
始

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
０
８

　
仙
北
市
で
は
、
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
の
構

築
を
目
指
し
、
海
外
に
お
け
る
仙
北
市
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
海
外
向
け
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
映
像
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
は
、
武
家
屋
敷
や
日
本
の
精
神
文

化
、
侍
に
焦
点
を
あ
て
、
田
沢
湖
な
ど
の
自
然

景
観
や
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
を
映
像
化
し
た

も
の
で
、
市
内
で
弓
道
、
茶
道
、
劇
団
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
、
温
泉
施
設
の
方
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
撮
影
に
協
力
い
た
だ
き
、
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
際
交
流
推
進
室
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

あ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ

て
、
台
湾
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
、
英
語
圏
に
動

画
の
拡
散
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
、
動
画
の
拡
散
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

海
外
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が

完
成
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
国
際
交
流
推
進
室
（
中
町
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
０
１

YouTube
（Akita Samurai）

Facebook
（武士秋田）※繁体字サイト

動画 QRコード

　
将
来
、仙
北
市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
角

館
総
合
病
院
、
田
沢
湖
病
院
、
診
療
所
な

ど
）
に
勤
務
を
希
望
す
る
学
生
に
修
学
資

金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
修

学
を
容
易
に
し
、
仙
北
市
内
の
医
療
従
事

者
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
募
集
職
種
・
人
数
／
医
師
１
人
、
看
護

師
２
人

●
貸
与
対
象
者
／

①
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
入
学
す
る
予

定
の
方

②
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い

る
方

●
貸
与
月
額
／
医
師
20
万
円
、
看
護
師

５
万
円

医
師
や
看
護
師
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
へ

修
学
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
市
立
角
館
総
合
病
院
内 

修
学
資
金
担
当
（
角
館
町
岩
瀬
） 

☎
（
54
）２
１
１
１

●
入
学
一
時
金
／
医
師
（
最
大
）８
０
０
万

円
、
看
護
師
10
万
円

●
返
済
免
除
／
義
務
年
限
（
貸
与
期
間
の

２
分
の
３
）
の
指
定
医
療
機
関
勤
務
で

返
済
免
除

●
申
込
期
限
／
２
月
28
日
㈭
必
着

●
選
考
日
／
３
月
５
日
㈫ 

受
付
14
時
30

分
～

●
応
募
書
類
と
資
料
／
問
合
せ
先
へ
請
求

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

city.sem
b
oku.a

kita
.jp/new

s_
topics/

w
hatsnew

.php?id=2282

）
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
貸
与
条
件
な
ど
／
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
が
困
難
な
小
学
新
１
年
生

※
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど
に

つ
い
て
は
、
配
布
書
類
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
利
用
期
間
／
４
月
１
日
㈪
～
平
成
32
年

３
月
31
日
㈫
（
１
年
毎
の
申
し
込
み
）

●
利
用
日
時
／
▼

月
～
金
曜
日
の
登
校
日
…

放
課
後
～
18
時
30
分  

 

▼

土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
、
平
日
の
振

替
休
業
日
…
７
時
30
分
～
18
時
30
分（
昼

食
持
参
）

※
休
業
日
は
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～
16

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

●
利
用
の
決
定
／
利
用
の

可
否
に
つ
い
て
は
、
３

月
中
旬
に
通
知
す
る
予

定
で
す
。
な
お
、
受
付

期
間
を
過
ぎ
て
申
し
込

み
さ
れ
た
場
合
、
４
月

１
日
か
ら
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
／
２
月
１
日

㈮
～
28
日
㈭

●
申
請
書
類
の
配
布
・
提

出
場
所
／
子
育
て
推
進

課
（
西
木
庁
舎
）、
田

沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
、
各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
14
時
30
分
頃
か
ら
職

員
が
い
ま
す
）

　
仙
北
市
で
は
、
保
護
者
の
継
続
的
な
労

働
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
健
全
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
期
限
ま
で

に
利
用
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
受
付
対
象
は
小
学
新
１
年
生
で
す
。

新
２
～
６
年
生
は
、
１
月
21
日
を
も
っ
て
受

付
を
一
旦
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
対
象
児
童
（
要
件
）／
保
護
者
の
労
働
な

ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
す

平
成
31
年
度 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
（
小
学
新
１
年
生
）

【
問
合
せ
】
子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
８
０

●利用場所

名称 場所 定員

白樺児童会 生保内小学校内 114人

ポプラ学園 神代小学校内 60人

かくのだて児童クラブ 角館児童館内 80人

かしわっこクラブ 白岩小学校内 28人

中川っ子クラブ 中川小学校内 28人

マロンクラブ 農協大豆総合センター内 40人

ひのきっこクラブ 桧木内小学校内 30人

申込時期 審査・利用調整 利用可否通知

2月28日㈭まで 3月初旬 3月中旬

3月1日㈮以降 3月中旬以降 順次

　
仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
犯
罪
の
抑
制

効
果
が
あ
り
犯
罪
発
生
時
に
は
容
疑

者
の
特
定
に
も
役
立
つ
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
新
た
に
田
沢
湖
生

保
内
地
区
の
街
頭
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

１
台
設
置
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

田
沢
湖
地
区
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
５

設置場所

至 

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

至 田沢湖畔

至 国道 46号

至 

田
沢
湖
駅

N

田沢湖
郵便局 設置場所

秋田
銀行

　
仙
北
市
が
市
内
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体

外
式
除
細
動
器)

の
う
ち
、
ロ
ー
ソ
ン
角

館
横
町
店
の
移
転
に
伴
い
、
設
置
し
て
い

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
２
月
１
日
㈮
か
ら
移
設
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仙
北
市
で
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
５

●
移
設
先
／
ロ
ー
ソ
ン
角
館
武
家
屋
敷
店

（
角
館
町
横
町
42
‐
１
） 

※
24
時
間
対

応
可
。
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information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

　

こ
の
１
か
月
、
様
々
な
方
々
に
お
声
か
け
を

い
た
だ
き
、
集
落
や
町
内
、
団
体
の
新
春
の
会

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

西
木
の
上
桧
木
内
地
区
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
の
車
両
を
貸
し
切
り
、
鷹
巣
往
復
約
５
時

間
で
座
談
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
角

館
の
西
長
野
地
区
は
、
花
葉
館
で
叙
勲
報
告
や

議
会
報
告
、
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
田

沢
湖
の
神
代
地
区
は
、
あ
き
た
芸
術
村
で
特
別

講
演
を
核
に
新
春
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
ど

の
会
も
、
最
大
課
題
の
１
つ
と
考
え
て
い
る
地

域
経
営
に
つ
い
て
、
真
剣
な
議
論
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
他
の
会
も
同
様
で
、
団
体
や

企
業
な
ど
は
、
新
春
戦
略
会
議
だ
と
い
う
人
も

い
た
く
ら
い
で
す
。

　

特
徴
的
だ
っ
た
会
は
、
神
代
地
区
の
新
春
懇

談
会
で
す
。
外
部
講
師
を
招
き
、
20
年
先
や
30

年
先
の
地
区
・
集
落
に
何
人
の
市
民
が
暮
ら
し

て
い
る
の
か
を
予
測
し
、
そ
の
人
数
だ
っ
た
ら

何
に
困
る
の
か
…
、
か
な
り
深
刻
な
未
来
予
測

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
会
で
し
た
。
こ
の
講
師
、

実
は
同
地
区
出
身
で
、
現
在
は
都
内
で
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
を
営
む
細
川
甚
孝
さ
ん
で
す
。
大

学
を
卒
業
後
、
農
林
水
産
省
系
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
を
皮
切
り
に
多
く
の
研
究
機
関
で
活
躍
し
、

現
在
は
「
政
策
支
援
合
同
会
社
」
代
表
を
務
め

て
い
ま
す
。
複
数
の
企
業
や
県
、
多
数
の
市
町

で
経
営
に
深
く
関
わ
る
プ
ロ
で
す
。

　

そ
の
細
川
さ
ん
が
い
い
ま
す
。「
国
も
市
町
村

も
お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
伸
び
る
自
治
体

の
姿
は
明
ら
か
で
す
。
住
民
や
町
内
や
地
区
全

体
が
〝
私
た
ち
は
故
郷
に
こ
ん
な
貢
献
が
で
き

る
〟
と
い
っ
た
、
具
体
の
行
動
を
起
こ
せ
る
か

ど
う
か
で
す
。
統
計
数
値
で
は
、
今
か
ら
30
年

先
は
、
こ
の
神
代
地
区
は
現
状
の
半
分
ぐ
ら
い

に
人
口
が
減
少
し
ま
す
。
特
に
女
性
や
若
者
の

定
住
率
が
低
く
て
、
つ
ま
り
超
高
齢
地
区
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
は
子
ど
も
や
孫

に
、〝
君
た
ち
が
帰
ら
な
い
と
故
郷
は
大
変
な
こ

と
に
な
る
〟
と
い
っ
て
い
ま
す
か
？
。
こ
の
ま

ま
何
も
せ
ず
に
進
ん
だ
ら
、
困
っ
た
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
起
こ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
対
応
が
で

き
る
か
…
。
ま
ず
今
か
ら
改
善
に
向
け
た
小
さ

な
実
験
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
の
お
金
で

可
能
で
す
。
地
域
運
営
体
だ
っ
た
ら
そ
れ
が
で

き
る
は
ず
で
す
。
何
度
も
失
敗
し
た
っ
て
い
い

ん
で
す
。
小
さ
な
ヤ
ケ
ド
を
し
て
、
で
も
手
遅

れ
に
な
る
前
に
多
く
を
学
び
、
有
効
策
を
選
び

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。

　

よ
い
お
話
で
し
た
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
地
域
経
営
と
小
さ
な
ヤ
ケ
ド
』

No.144

まちづくり
日記

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
８
２

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
奨
学
資
金
は
、
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
学
生
・
生
徒
の

向
学
の
志
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
為
な
人
材
の
育
成
を

図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
奨
学
金
は
貸
与
制
で
あ
り
、
返
還
金
は
後
輩
の
奨
学
金
の
財

源
に
な
り
ま
す
の
で
、
貸
与
終
了
後
は
必
ず
返
還
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

 

▼

保
護
者
の
住
所
が
現
に
仙
北
市
に
あ
る
方

 

▼

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

 

▼

心
身
共
に
健
康
で
学
業
成
績
優
秀
な
方

 

▼

経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
方

●
貸
与
限
度
額
（
月
額
）／
▼

大
学
（
短
大
、
専
門
学
校
、
大
学

院
含
む
） 

４
万
円
以
内
　
▼

高
校 

２
万
円
以
内

●
提
出
書
類
／
▼

奨
学
資
金
奨
学
生
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

 

▼

合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
、
在
学
を
証
明
で
き
る
書
類(

各

学
校
指
定
様
式)

 
▼

住
民
票(

世
帯
全
員
が
つ
い
た
も
の)

…
市
民
課（
角
館
庁
舎
）、

田
沢
湖
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
窓
口

 

▼

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金
奨
学
生
推
薦
書
（
様
式
第
２
号
）

 

▼

学
業
成
績
証
明
書
（
様
式
第
３
号
）

 

▼

市
県
民
税
世
帯
証
明
書
（
世
帯
全
員
の
前
年
度
の
所
得
を
証

明
で
き
る
書
類
）…
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所
窓
口

※
貸
与
決
定
後
、
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

●
申
請
書
類
請
求
先
／
教
育
総
務
課
（
角
館
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.sem
boku.akita.jp/citizens/

dl_service/kyoikusido.htm
l

）
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

●
提
出
先
／
教
育
総
務
課
（
角
館
庁
舎
）。
事
前
に
連
絡
の
う
え
、

必
ず
本
人
が
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

●
貸
与
期
間
／
平
成
31
年
４
月
か
ら
卒
業
の
月
ま
で

●
申
込
期
間
／
２
月
１
日
㈮
～
３
月
29
日
㈮

就
学
援
助
制
度
の

お
知
ら
せ

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
・
通
学

用
品
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

●
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
／

 

▼

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

 

▼

生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
を
対
象
と
し
た
申
請
年

度
の
前
年
中
の
収
入
と
保
護
基
準
額
を
比
較
し
た
結
果

が
、
生
活
保
護
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

 

▼

家
庭
事
情
の
変
動
に
よ
り
世
帯
全
体
の
所
得
が
著
し
く

減
少
す
る
な
ど
、
就
学
援
助
の
必
要
が
あ
る
と
教
育
委

員
会
が
認
定
し
た
方

●
援
助
の
内
容
／
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入
学
用

品
費
、
校
外
活
動
費
、
体
育
実
技
用
具
費
、
修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
学
校
か
ら
治
療
の
指
示
を
受
け
た

学
校
保
健
安
全
法
で
定
め
る
疾
病
の
費
用
）、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
で
す
。

●
申
請
方
法
／
申
請
書
類
は
教
育
総
務
課
（
角
館
庁
舎
）、

各
小
・
中
学
校
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.

sem
boku.akita.jp/citizens/11_14.htm

l

）
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す
。
新
規
に
申
し
込
む
方
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど

を
伺
う
た
め
面
談
を
行
い
ま
す
の
で
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い

る
方
に
は
後
日
個
別
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
／
31
年
度
申
請
開
始
は
２
月
15
日
㈮
～
３
月

15
日
㈮
（
締
切
後
も
随
時
受
付
し
ま
す
）

　
31
年
度
の
新
１
年
生
で
、
新
入
学
用
品
費
の
入
学
前
支

給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２
月
28
日
㈭
ま
で
。

※
継
続
し
て
就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
で
も
、
毎
年
度
、
申
請
が

必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
８
２

4月1日から仙北市内全ての公共施設の
建物内とその敷地内を全面禁煙とさせて
いただきます。
※公共施設には、公園、運動広場などの屋外施設、公用車なども含まれます。
　また、駐車場など敷地内は車内での喫煙もできません。
※加熱式たばこもご遠慮ください。

問合せ 仙北市総務部財政課  ☎43-1114

4月1日
から

公共施設の敷地内が
全面禁煙となります

　市では、市民をはじめ利用者や職員の健康を守るため、受動喫煙防止対策ガイドライン

を策定し、受動喫煙防止対策の具体的方法や趣旨について周知を図ることとしています。

　受動喫煙防止対策の取り組みについて、ご理解とご協力をお願いします。

仙
北
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

市
内
で
相
談
急
増
！

「
電
話
代
が
安
く
な
る
」
と
い
う
電
話
に
注
意
！

●
相
談
事
例
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
「
電
話

代
が
今
よ
り
千
円
ほ
ど
安
く
な
る
」
と
い
わ
れ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思
い
、
聞
か
れ
る
ま

ま
氏
名
や
住
所
、
支
払
い
方
法
な
ど
を
答
え
、
い

わ
れ
た
英
数
字
11
桁
を
メ
モ
し
た
。
後
日
、
知
ら

な
い
会
社
か
ら
封
筒
が
届
い
た
が
…

●
ひ
と
こ
と
助
言
／
▼

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
な
く
、
別
会
社
の

代
理
店
か
ら
の
電
話
で
す
。
会
話
の
途
中
で
代
理
店

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
担
当
部
署
へ
電
話
を
転
送
し
、
い
つ
の
間

に
か
相
談
者
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
で
直
接
話
を
さ
せ
、
相
談

者
に
「
転
用
承
諾
番
号
（
英
数
字
11
桁
）」
の
申
し
込

み
を
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
電
話
が
終
わ
っ
た
頃

を
見
は
か
ら
っ
て
代
理
店
が
相
談
者
宅
に
電
話
を
し

て
、
そ
の
番
号
を
聞
き
出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

▼

別
会
社
で
の
手
続
き
が
完
了
し
て
し
ま
う
と
、
簡

単
に
は
元
に
戻
せ
ま
せ
ん
。
戻
す
に
あ
た
っ
て
は

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
り
、
工
事
が
発
生
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
違
約
金
を
請
求
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

▼
「
安
く
な
る
」
と
い
わ
れ
て
も
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と

の
セ
ッ
ト
契
約
で
か
え
っ
て
高
額
に
な
っ
た
り
、

現
在
契
約
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
解
約
料
金
が
発

生
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

▼

不
安
に
思
っ
た
ら
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
封

筒
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
中
身
の
確
認
を
！

　《
メ
ー
ル
や
は
が
き
な
ど
の
「
料
金
が
未
納
」
は
サ

ギ
の
可
能
性
大
！
》

　【
問
合
せ
】
◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）３
３
０
８

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
☎
１
８
８
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館
情 報 局 生

涯
学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

　
田
沢
湖
公
民
館
で

は
昨
年
の
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
、
今

年
度
の
新
規
事
業
で

あ
る
「
さ
ん
さ
踊
り

教
室
」
を
、
田
沢
湖

さ
ん
さ
湖
桜
会
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
田
沢
湖
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
さ
ん
さ
踊
り
は
と
て
も
優
雅
で
華
麗
に
見

え
ま
す
が
、
実
際
に
踊
っ
て
み
る
と
手
の
使

い
方
や
両
足
の
ス
テ
ッ
プ
バ
ラ
ン
ス
が
非
常

に
難
し
く
、
初
め
て
踊
っ
た
受
講
者
の
皆
さ

ん
は
大
変
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
回
目

の
最
終
回
で
は
初
回
と
は
見
違
え
る
ほ
ど
上

達
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
参
加
さ
れ

た
受
講
者
の
う
ち
数
人
は
、
12
月
16
日
に
田

沢
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
田
沢
歳

末
助
け
合
い
演
芸
会
」
で
、
田
沢
湖
さ
ん
さ

湖
桜
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
踊
り
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
田
沢
湖
さ
ん
さ
湖
桜
会
で
は
、
今
後
も
市

内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
出
向
き
、
地

域
に
親
し
ま
れ
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
規
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

活
動
日
時
／
毎
週
火
曜
日 

18
時
30
分

●

活
動
場
所
／
田
沢
交
流
セ
ン
タ
ー

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

さ 

ん
さ
踊
り
教
室

一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

　
西
木
公
民
館
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
２
月

ま
で
、
計
６
回
の
予
定
で
新
舞
踊
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
舞
踊
は
、
日
本
舞
踊
を
基
本
と
し
た
踊

り
で
、
聞
き
慣
れ
た
曲
に
合
わ
せ
て
、
全
身

を
使
っ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
無
理
の
な

い
動
き
な
の
で
、
皆
さ
ん
時
間
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
な
が
ら
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い

て
「
や
っ
ぱ
り
踊
り
は
楽
し
い
」「
体
が
生
き

生
き
す
る
」「
足
腰
に
い
い
な
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
健
康
で
、
楽
し
く
「
一
石
二

鳥
」
で
す
！

新 

舞
踊
教
室

心
も
体
も
健
康
に

会
期  

２
月
５
日
㈫
～
17
日
㈰

　
　
　
　
　 

※
11
日
（
月
・
祝
）
は
休
館

場
所  

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

　

第 

８
回
仙
北
市

　
　
　
　
　
総
合
美
術
展

絵
画
・
書
・
短
歌
・
俳
句
・
写
真
・
工
芸
・
手
芸

　
お
知
ら
せ

心も体も若くなりますよ。

　
カ
ー
ビ
ン
グ
（carv

in
g

）
と
は
、
英
語
で

彫
刻
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
も
と
も
と

は
宮
廷
に
仕
え
る
女
性
た
ち
が
料
理
を
美

味
し
く
見
せ
る
よ
う
に
飾
り
付
け
た
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
、
大
人
の
方
の
み
の
教
室
で
す
。

こ
の
機
会
に
ち
ょ
っ
と
凝
っ
た
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
時
／
２
月
21
日
㈭ 

９
時
30
分
～
12
時

●

場
所
／
角
館
公
民
館 

研
修
室
１

●

講
師
／
黒
澤
美
鈴
氏

●

受
講
料
／
材
料
代
（
石
鹸
）
１
０
０
円

●

定
員
／
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●

申
込
期
間
／
２
月
５
日
㈫
～
15
日
㈮

●

問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　

大 
人
の
ソ
ー
プ

　
　
　
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

石
鹸
の
彫
刻

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り

の
窓
口
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

※詳細は折り込みチラシをご覧ください。

　皆さまのご来場をお待ちしています。

◆好評開催中　企画展「佐竹北家日記にみる天文現象展」3月29日㈮まで◆

 新着図書を紹介します   

▼ミッテランの帽子《アント

ワーヌ・ローラン / 著、吉田

洋之 / 訳》　 ▼ナボコフ・コレ

クション ルージン・ディフェ

ンス 密偵《ウラジーミル・ナ

ボコフ / 著、杉本一直 / 訳、

秋草俊一郎/訳》　 ▼謎とき『風

と共に去りぬ』―矛盾と葛藤

にみちた世界文学―《鴻巣友

季子》　 ▼新潮日本古典集成

〈新装版〉 日本霊異記《小泉

道 / 校注》　 ▼新潮日本古典集

成〈新装版〉 世阿弥芸術論集

《田中裕 / 校注》　 ▼新潮日本

古典集成〈新装版〉 雨月物語 癇癖談《浅野三平 / 校注》　 ▼こ

の地上において私たちを満足させるもの《乙川優三郎》　 ▼骨

まで愛して―粗屋五郎の築地物語―《小泉武夫》　 ▼猛老猫の

逆襲《山下洋輔》　 ▼蟻の棲み家《望月諒子》　 ▼月まで三キロ

《伊与原新》　　●  新潮文庫新刊も多数 寄贈されています。

開催当初より、多くの方から好評を得ていますこの企画展に、2月特別追加展示が決まりました。国際的な天体写真家として知られる藤井
旭氏がとらえた様々な天文現象の写真です。日記や白岩隕石とあわせて、ぜひ宇宙のロマンをご鑑賞ください。仙北市民は無料です。

田沢湖図書館 ☎ 43-1307
4日 月   11日 月・祝   12日 火（振替）  18日 月

25日 月   28日 木（月末）

2月の

休館日

MOE
絵本屋さん大賞

貸出が多かった
本ベスト 20

いろんなおはなし

いっぱい

玉手おはなし 箱
2月16日㈯

田沢湖図書館 1階

10:00～ 入場無料

 新着図書を紹介します   

▼私が食べた本《村田沙耶香》　 ▼貴乃花「角界追放劇」の全

真相《鵜飼克郎ほか》　 ▼北朝鮮の漂着船 海からやってくる

新たな脅威《荒木和博》　 ▼ファンタスティック・ビースト

と黒い魔法使いの誕生映画オリジナル脚本版《J.K.ローリン

グ》　 ▼東大生の本棚《西岡壱誠》　 ▼野球母ちゃん～そのパ

ワー侮るなかれ～《神川靖子》　 ▼60歳からはラクしておい

しい頑張らない台所（村上祥子）

▼母を亡くした時、僕は遺骨を食

べたいと思った。《宮川サトシ》　
▼武士の子育て《石川真理子》　

▼キンモクセイ《今野敏》　 ▼帰去

来《大沢在昌）　 ▼並べて包んで

焼くだけレシピ《上田淳子》

とことこ

タイム 2月

　まわりの来館者の皆さんを気にせ
ず図書館を利用してみませんか？
　0歳から貸し出しできます。
　ぜひ、おいでください！

9:00～12:00 9日㈯▼2日㈯▼ 16日㈯▼

テーマ
展示 1

2
テーマ
展示

学習資料館 ☎ 43-3333
4日 月   11日 月・祝   18日 月   

25日 月   28日 木（月末）

2月の

休館日

10:00～
おはなしかい
うさぎのみみ
★エプロンシアター「おおかみと七ひきのこやぎ」
このほかに２月はおなじみ「クイズ大会」　プレゼントもあるよ !!

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　「おおきなぼうし」☆「どうぶつ」のおはなしを
　じゅんびしてまってます♪
☆さいごにみんなで「おりがみ」であそびましょう。

　ともだちさそってみんなできてね♪

５月１２日（第２土）ＡＭ10:00～
☆エプロンシアター　「ジャックと豆の木」☆おおがたかみしばい

おはなしかいうさぎのみみ

2月2日㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

4日 月   18日 月   25日 月

※ 11日 月・祝  は開館しています。
2月の

休館日

　あっという間に春は近い !
　さあ、それぞれの新生活は初めてのことだらけ。

　ちょっと早めにいろいろな準備しませんか ?

一
切
な
り
ゆ
き

～
樹
木
希
林
の
こ
と
ば
～

《
樹
木
希
林
・ 

文
藝
春
秋
》

母
を
亡
く
し
た
時
、
僕
は

遺
骨
を
食
べ
た
い
と
思
っ

た(

新
装
版)《

宮
川
サ
ト
シ
》

宇
宙
の
覇
者 

ベ
ゾ
スvs

マ
ス
ク

《
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ダ
ベ
ン
ポ
ー

ト
／
著
、
黒
輪
篤
嗣
／
訳
》

　
　
　  

新
生
活
の
準
備

　
２
月
の

　
　 

テ
ー
マ
展
示 
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２
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
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日にち 受付時間 内容

 5日 ㈫・20日㈬   13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話13日 ㈬・26日㈫    9 :45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------

①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード（届出住

所とカード住所が一致していない場合は、地域センターでの手続きが

必要です）③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付
おやこ交流広場日にち 健診名 対象者 受付時間

  7日㈭ 3･4 か月児 H30 年 10 月生 13:00～13:15

  8日㈮ 2 歳 6 か月児歯 H28 年   7月生 12:45～13:00

14日㈭ 9･10 か月児 H30 年 3･4 月生 13:00～13:15

21日㈭ 1 歳 6 か月児 H29年7月16日～31日生 12:45～13:00

28日㈭ 3 歳 6 か月児 H27 年   7月生 12:45～13:00

乳幼児健診

開放日 時間 内容

 4日㈪・12日㈫

18日㈪・25日㈪

9:30 ～

11:30
保護者とお子さんが自由に遊べるス
ペース。申込不要で自由参加。

こどもカレンダー
月2

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》55-1112　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・栄養士が対応します。

※18日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

日にち 内容 対象者 時間

13日㈬ ベビーマッサージ・交流会
2か月後半～

1歳未満

受付9:20～  9 :30
講座9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあり

ます。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して

相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで

もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】

 ★子育てサークル等への支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を

提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方

はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム）の開設 

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場

を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、

お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで

も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜

日の 9:00～17:00）。

　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡

ください。※持ち物などは各園にご確認ください。

  6 日水／好きな遊びを楽しみましょう

13 日水／ホールで遊びましょう

20 日水／おもちゃを作って遊びましょう

27 日水／誕生会・身体測定

※天気のよい日は、戸外で雪遊びを楽しみますので、ジャンプスー

ツ、帽子、手袋などの準備をお願いします。

※ゆっくり過ごすことができる環境の準備をしていますので、赤

ちゃんも遊びに来てくださいね。お待ちしています !!

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

日にち 相談名 対象者 受付時間

27日㈬ 7 か月児 H30年7月生 9:30 ～ 9:45

乳児食育教室『もぐもぐランド』

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

12 日火／お友だちと一緒に遊びましょう !

22 日金／体操教室に参加して体を動かしましょう !

26 日火／自分のおひなさまを作りましょう !

※ 22 日は、カワイ体操教室のインストラクターの方が来てくれま

す。こども園のお友だちと一緒に体を動かして楽しみましょう！

はっぴいルーム

（お友だちづくりや情報交換の場として開放）
2月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　6日・13日・20日・27日

　木曜日 　7日・14日・21日・28日

　金曜日 　1日・8日・15日・22日

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親

子の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、

子育て関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施

しています。

　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした

環境を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽に

おいでください！

わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

角館まちづくり地域運営体★はっぴい・マム合同企画

19日 火  10：00～13：30   
※毎月の開催週・曜日・場所が異なりますのでご注意願います。

　「恒例！雛っこ餅作りに挑戦！」　

もうすぐ雛祭り。カラフルでとって

もかわいい雛っこ餅をお子さんと

一緒に作ってみませんか？お昼も兼

ねながら楽しくゆっくりと過ごしま

しょう！

《場所》健康管理センター（角館）

《持ち物》エプロン、三角巾、お手

ふき、おにぎりなどの昼食、水分、

お子さんのお出かけセット

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

   7 日木／保健師さんの健康チェックとお話・こども園で

　　　　　 遊ぼう

14 日木／雪遊びをしよう

21 日木／こども園の生活を体験してみよう

28 日木／ひな人形を作ってみよう

※ 14 日は、防寒着を準備してきてください。 さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

  1 日金／鬼を退治しよう !（豆まき会に参加しましょう）

※園開放も随時行っていますので、ぜひご利用ください。

　（月曜日～金曜日　9:30 ～ 11:30）

だしっこルームとわかばルームの情報は、仙北市ホームページ
（http://www.city.semboku.akita.jp/citizens/09_06.html）のほか、はな
さき仙北のホームページ（http://www.hanasakisemboku.or.jp/）から
もご確認いただけます。

子育てサポート　「はっぴい・マム」

Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山

側）、または、総合情報センターをご利用ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494

  5 日火／体を動かして遊びましょう

12 日火／同年齢のお友だちと遊びましょう

19 日火／おひなさまを作りましょう

26 日火／おひなさまを作りましょう・身体測定

※子ども、保護者の飲み物用コップを持参してください。

わかばルーム（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

定員20組
託児あり10組
託児なし10組

たいそう広場

13日 水 （毎月第2水曜 10：30～11：30）

1月～ 3月のテーマ

　「寒さに負けない！全身運動で血行促進！」

スポーツインストラクターの田口朱実さんと、親子で楽しむ

ことができる体操、ママさんの簡単エクササイズで体を動か

しましょう !

予約
不要

すくすく成長記録 Day

28日 木  10：30～11：30

月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお子さ

んの身長体重を測って記録してみましょう。

子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

◆場所  健康管理センター（角館）

◆問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

お花に癒されながら、アレンジメントを

作りましょう ! 作ったアレンジは、お持

ち帰りいただけます。

日時 2月22日 金  10：30～11：30

定員   5 人

※お子さんは託児となります。

アレンジメント教室

スタッフ気まぐれイベント

2月15日㈮締切 !フラワー
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大曲仙北歯科医師会

2月の

休日歯科診療当番医

  3日　長尾歯科医院（大仙市長野）                       　　☎0187-56-4405

 10日　たかはし歯科クリニック（大仙市高梨）  　　☎0187-62-6800

 17日　さくら歯科医院（仙北市角館町）                  　　☎0187-54-2747

 24日　佐々木歯科医院（大仙市上栄町）                  　　☎0187-63-3025

はまって、かだって、つながって
～ 3.11の経験から学ぶ仲間 & 健康づくり～

場所 角館交流センター 多目的ホール

2月25日㈪ 13:30 ～ 15:45（受付13:10 ～ 13:30）日時

無料（ご近所お誘い合わせのうえ、ご参加ください）参加料

申込期限 2月15日㈮

申込・
問合せ

▼仙北市保健課  ☎55-1112

▼大仙保健所 健康・予防課  ☎0187-63-3404

講師 佐々木亮平氏（岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学

講座 助教）

地域健康づくりタウンミーティングを開催します。

みんなで健康 仙北市 !

　認知症の人も家族も地域の人も誰でも気軽に交流することのできる集いの場がオレンジカフェ（総称）です。

　2月は、市内7か所でお話、歌、ゲーム、体操、手工芸など様々な内容で開催します。今回の 7か所は、2月

で今年度の最終回となります。3月実施は1か所（神代就業改善センター）のみとなります。

　時間のご都合がつきましたら、ぜひお立ち寄りください。どの会場にも参加できます。また、認知症に関す

る相談にも応じることができますので、気軽にスタッフに声をかけてください。お問い合わせは、仙北市包括支

援センターまでお願いします。

オレンジカフェで楽しいひとときを！

2月の開催予定

カフェの名称 主催者 場所 開催日 時間 個人負担

たんぽぽカフェ
グループホーム
たんぽぽ

外町交流広場 2月12日㈫ 13:00 ～ 15:00 なし

陽だまりカフェ
陽だまりカフェ

（自主グループ）
紙風船館 2月14日㈭ 9:30 ～ 11:30 100円

ひまわりカフェ
グループホーム
花みづき

グループホームひまわり
地域交流室

2月16日㈯ 14:00 ～ 16:00 100円

ローズカフェ
ローズカフェ

（自主グループ）
八割コミュニティーセ
ンター

2月17日㈰ 13:30 ～ 15:30 なし

下延地域交流つ
どいの会

オレンジカフェの会
（自主グループ）

下延コミュニティーセ
ンター

2月19日㈫ 14:00 ～ 16:00 なし

共生（ともいき）
オレンジカフェ

友の会
（自主グループ）

往生院 2月22日㈮ 13:30 ～ 15:30 100円

ふくふくカフェ
サポートハウス仙
北、ケアライフ心都、
グループホーム角館

ケアライフ心都 2月22日㈮ 14:00 ～ 16:00 100円

問合せ／仙北市包括支援センター 担当 新山 ☎43-2283

▼10:00～11:20
㈱成立田沢湖工場

▼12:10 ～13:10
日東光器㈱ 田沢湖工場

▼15:00 ～16:00　 田沢の郷

2／15金

問合せ／仙北市保健課
   　　　☎55-1112

　病気やケガなどで輸血を必要と

している患者さんの尊い生命を救

うため、献血のご協力をお願いし

ます。

※せんぼく健康ハッピー大作戦～健康
ポイント事業～の対象となります。

（献血1回につき 2ポイント !）

献血のお知らせ   月2
時間　10:00 ～ 10:50・11:00 ～ 11:50
相談方法　電話相談（要予約）

　※予約締切：当日の9:30まで

　予約された方へは日時にスタッフより電話します。

スタッフ　臨床心理士

2／8金・3／15金

こころの電話相談

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」などやひきこもりのこと、

家族のこと、あなたのこと、ひとりで悩まないで話をしてみま

しょう。

時間　13:30 ～ 14:30 ・ 15:00 ～ 16:00
場所　角館交流センター 相談室

相談方法　面談（要予約）

　※予約締切：相談日当日の10:00まで

　予約された方は、直接会場へお越しください。

　※2月22日、3月22日はストレスチェックができます。

スタッフ　臨床心理士

2／22金・3／6水・3／22金

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

2／12火　 10:00～12:00・12:00～15:00

内容　 ▼ AM 保健師による血圧測定、健康相談など

　　　 ▼ PM 認知症予防軽体操、ゲームなど

2／26火  10:00～15:00

内容　楽しくおしゃべりタイム・ゲームなど

毎月第2、第4火曜日開催

傾聴ボランティア かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやりたいこと

をやりましょう ! 集いの場「かだれ」が開催されている時間内

に心理カウンセラーが個室で傾聴も行います（予約先 小松 ☎

090-2975-3450）。相談は無料ですので、相談されたい方は

遠慮なくお越しください。

場所　田沢湖健康増進センター　調理室

参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

　心に溜まったことや、気になること、心配なこと、

話してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお

茶を飲みながら一緒に考えていきます。時間内の都

合のよいときに気軽に訪れてください。

場所　角館交流センター 相談室

2／20水　 時間  10:00～14:00

だれかに話をすると安心する

傾聴ボランティア えくぼの会

2／19火　（毎月第3火曜日）

“若者の居場所”

若者同士で交流しましょう !

時間　14:00 ～ 16:00　　場所　角館交流センター

主催　NPO法人 KOU（あきた若者サポートステーション

　　　運営団体）

　“若者の居場所”とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、苦しい、

不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の中で生きづら

いと感じているすべての若者が対象です。一緒にお茶を飲んだり、

おやつを食べたり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交

流しましょう。ぜひ 1人で抱え込まずに、まずは足を運んでくだ

さい。お待ちしています。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる  ☎018-853-4367

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かして酸素を体内に

取り込むことで、血行促進や免疫効果があるといわれ

ています。仲間と一緒に笑いの効果を実感しましょう。

申し込みはいりません。

受付　9:40～10:00  終了11:30頃

場所　健康管理センター（角館）

内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など

講師　笑いヨガ・ラフターヨガティーチャー

　　　伊藤晴美先生

笑いヨガで仲間との交流
　　　　　プラス健康度アップ！

2／15金

笑いの会

せんぼく健康ハッピー大作戦（健康ポイント事業）カード持ち物
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税理士記念日・無料税務相談会

確定申告に関する税の相談
　所得税・消費税について、

確定申告の相談に応じま

す。（株式や不動産の譲渡

所得、相続などは相談対象

外とさせていただきます）

【日時】2月9日土 10:00 ～ 15:00

【場所】中仙市民会館ドンパル 2階研修室

　（大仙市北長野袴田95）

【問合せ】東北税理士会 大曲支部

　☎0187-62-1850

▼ ▼ ▼Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会

2月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 13日水 13:00 ～ 16:00・

　市役所神代出張所 ▼ 14日木 13:00 ～

16:00・社会福祉協議会角館支所 ▼ 18

日 月 10:00 ～ 12:00・西木公民館 ▼

20日 水 13:00 ～ 16:00・田沢湖総合

開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼Consultation相　談

行政に関する相談ごとは  行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受け、国の仕事などについての苦情や意見・要

望を受け付け、皆さんと関係行政機関との間に立って、その解決を図る「行政と住民の

パイプ役」です。仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相談を受け付けてい

るほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼難波輝子 ☎43-0782  田沢湖生保内字水尻7

▼大楽進 ☎53-2690  角館町七日町34  

▼新山敦晃 ☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【2月相談所開設日・場所】 ▼ 13日水・市役所神代出張所 ▼ 20日水・田沢湖総合開発センター

▼ 21日木・角館交流センター ▼ 22日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

「統計の日」の標語募集
　総務省では、統計の重要性に対する国

民の関心と理解を深め、統計調査に対す

る国民のより一層の協力をいただくため

制定した「統計の日（10 月 18 日）」を

周知するための標語を募集しています。

【募集期間】2月1日金 ～ 3月31日日

【平成30年度特選作品】

　「活かせ統計、未来の指針。」

【問合せ】総務省政策統括官付統計企画管

理官室普及指導担当

　☎03-5273-1144

　E-mail toukeinohi@soumu.go.jp

　HP http://www.soumu.go.jp/toukei_

toukatsu/info/guide/31toukei_

hyougo.html

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

玉川温泉水を利用した水素生成実験と
水素エネルギー利用のデモンストレーションについて
　仙北市は、東北大学大学院環境科学研究科と地域社会における新エネルギー、希少資

源による産業振興および教育の充実を図ることを目的に平成 29 年に連携協定を締結し

ました。

　平成 29 年 11 月に東北大学の研究グループは、玉川温泉水を利用した水素生成実験

に成功しました。さらに平成 30 年度においても、東北大学と仙北市は、この技術の実

用化に向けた検討を連携して実施しています。

　この度、市民や関係者を対象とし、これまでの実験成果や水素エネルギー利用について、

デモンストレーションも交えてわかりやすく解説していただけることになりました。

　以下のとおり実施しますので、多くの皆さまのご参加をお願いします。

【日時】2月26日火 13:30 ～ 15:00

【場所】田沢湖総合開発センター 大集会室

【講師】土屋範芳氏（東北大学大学院環境科学研究科 教授）ほか

【問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

仙北市総合情報センター主催

第4回パソコン講座
【パソコン基本】2月6日水 、7日木 、

　13日 水 、14日 木（4日間）  マウス ･

キーボード操作、文字入力、インター

ネット、電子メールなど 《対象：初心者》

【ワード基本】2月20日水 、21日木 

　（2日間） 《対象：パソコン基本操作を

おおよそ習得している方》

【時間】13:00 ～ 16:00

【場所】仙北市総合情報センター 研修室

【受講料】仙北市民は無料。仙北市民以外

の方はパソコン使用料がかかります。

【定員】各19人

【使用パソコン OS】Windows10

【その他】テキストは、学研の「500円で

わかる Windows10・ワード・エクセ

ル」を書店（ブックイン105など）で

購入し持参願います。

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土・日・祝日を除く）  ☎43-3339

県営住宅の入居者募集
【募集住宅】県営船場町住宅（大仙市大曲

船場町）

【募集戸数】 ▼鉄筋コンクリート造3階建

て（平成4年建設）　2DK 1戸

　 ▼鉄筋コンクリート造4階建て

     （平成6年建設）3DK 1戸

【家賃】 ▼ 2DK  20,300円～

　 ▼ 3DK  23,100円～

【募集期間】2月1日金 ～ 8日金

【入居可能日】3月1日金

【問合せ】仙北地域振興局 建設部建築課

　☎0187-63-3124

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

第24回　おやま囃子芸能発表会
　今回は 13 団体がおやま囃子や手踊りなど、日頃

の練習成果を披露します。多数のご来場をお待ちし

ています。

【日時】2月11日 月・祝  ▼開場9:00  ▼開会9:15 ～

【場所】角館交流センター

【入場料】無料

【プログラム】次の取扱店で2月1日金 から販売。1

部100円。当日も会場で販売します。 ▼かのう

屋（角館町岩瀬町13） ▼金谷呉服店（角館町岩瀬

186）  ▼藤むら（角館町小人町13）

【問合せ】角館のお祭り保存会事務局（仙北市文化財

課内）  ☎43-3384

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

平成31年度 公共職業訓練

4月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を

対象にものづくり分野に関する専門的技

能・知識を習得するための職業訓練を行っ

ています。

【訓練期間】4月3日水 ～9月30日月  （6

か月）  9:20 ～ 15:40

【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）

【訓練科（定員）】 ▼電気設備技術科（13人）

▼ビル管理技術科（15人）

【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）

【募集期限】2月27日水

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ

けて再就職を希望される方

【その他】毎週木曜日に施設見学会を行っ

ています（雇用保険受給中の方は就職

活動として認められます）。

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター

（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講

者第一係  ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

五穀豊穣、無病息災を願って　角館火振りかまくら
　炭俵に１メートルほどの縄を結び、その炭俵に火を

つけて縄の先端を持ち、自分の体のまわりを振り回

し、五穀豊穣や家族の無病息災など、1 年の無事を

祈願する小正月行事です。以前は町内に炭を売りに

来る際に使われた炭俵を田んぼの中で燃やし、その

炭が雪を早く解かし、土壌改良にもなったそうです。

　武家屋敷通りには雪燈籠が作られ、会場にはミニ

かまくらや天筆に火が灯り、その中で打ち上げられ

る花火は幻想的です。どんど焼きやたくさんの屋台

も並びますので、ぜひお越しください。

【日時・場所】 ▼ 2月13日水 17:00 ～ 20:00頃（冬

花火打ち上げ）・桜並木駐車場　 ▼ 14日木 ・角館

町内各所

【問合せ】仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」  ☎54-2700

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

小正月行事　どんど焼き
【期日】2月17日日 

【場所】かたくり館前特設広場

【内容】 ▼ 15:00 ～餅つき大会 

▼ 17:30 ～ミニかまくら点灯、お焚きあげ

【参加料】500円（お焚きあげ料）

【申込・問合せ】仙北市活性化施設（かた

くり館）  ☎47-3535

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

仙北市そばの会

地産そばを味わう会
　当日は地場産加工品などの出店があり

ます。皆さん、隣近所お誘いのうえ、食

べに来てください。お待ちしています。

【日時】2月24日日 11:00 ～ 14:00

【場所】角館交流センター 和室

【内容】ぶっかけ（冷たいそば） 1杯 500円

【問合せ】仙北市そばの会 藤原

　☎090-4882-1235

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

参加者募集

そば打ち教室
　ご家庭でそば打ちができる程度の技

術が習得できます。お気軽にご参加く

ださい。

【期日】 ▼ 2月16日 土《申込締切2月13

日 水 》 ▼ 3月16日 土《申込締切3月

13日 水 》 ※開催日ごとに予約をお願

いします。

【時間】10:00 ～（2時間程度）

【場所】神代就業改善センター

【定員】各10人（定員になり次第締切）

【参加料】各2,000円（講義は1回打ち）

【申込・問合せ】仙北市そばの会

　小林  ☎53-3364（FAX 兼）
▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

秋田内陸線から

紙風船上げ臨時列車を
運行します
　2 月 10 日 日 上桧木内の紙風船上げに

合わせ角館駅から臨時列車の運行と車両

増結が行われます。詳しくは秋田内陸線

ホームページ（http://www.akita-nairiku.

com/）のトピックスからご確認ください。

冬のおでかけスマイルパス
　仙北市の小中学生の運賃が保護者同伴

で乗車すると無料になります。（保護者の

方は通常運賃です）この機会にぜひ秋田

内陸線に乗ってお出かけください。

【配布場所】角館駅

【問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱

　☎0186-82-3231

　（平日9:00 ～ 17:00）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

おしらせ
ナビ
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必ずチェック最低賃金 !
使用者も労働者も
　すべての産業および労働者に適用さ

れる「秋田県最低賃金」は、平成 30 年

10 月 1 日から「時間額 762 円」に改

正されています。また、特定の産業に適

用される 4 つの「秋田県特定最低賃金」

も次のとおり改正されています。なお、

特定最低賃金が適用される事業所であっ

ても、18 歳未満、65 歳以上、雇入れ後

6 月未満で技能習得中、清掃など軽易な

業務に従事しているなどの労働者につい

ては秋田県最低賃金が適用されます。

【特定最低賃金の件名と最低賃金額（時間給）】

▼非鉄金属製錬・精製業（非鉄金属合金製

造業を含む）：871円 

▼電子部品・デバイス等製造業：808円

▼自動車・同附属品製造業：845円

▼自動車（新車）・自動車部分品・附属品

小売業：838円

【効力発生日】平成30年12月24日月 

【問合せ】秋田労働局賃金室

　☎018-883-4266

　またはお近くの労働基準監督署まで

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

介護保険事務所から　施設・ショートステイの食費・居住費の軽減について

　施設やショートステイ利用時にはサービス費用・食費・居住費（滞在費）・日常生活費が自己負担となりますが、低所得の方の施設やショー

トステイの利用が困難とならないように、申請することにより食費、居住費（滞在費）は次の負担限度額（1 日あたりの自己負担上限額）

までの自己負担となります。負担限度額を超えた分は介護保険から給付されます。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

【対象となる方・各段階の負担限度額（1日当たり）】

利用者負担段階
食費の

負担限度額

居住費などの負担限度額

ユニット型

個室

ユニット型

個室的多床室

従来型

個室
多床室

第 1 段階
本人、配偶者および世帯全員が住民税非課税で、

老齢福祉年金の受給者・生活保護の受給者
300 円 820 円 490 円

490 円

（320 円）
0 円

第 2 段階

本人、配偶者および世帯全員が住民税非課税

で、合計所得金額と課税年金収入額と非課税

年金収入額の合計額が 80 万円以下の方

390 円 820 円 490 円
490 円

（420 円）
370 円

第 3 段階
本人、配偶者および世帯全員が住民税非課税

で、利用者負担段階第 2 段階以外の方
650 円 1,310 円 1,310 円

1,310 円

（820 円）
370 円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額となります。

※上記第１～３段階に該当しない場合、また預貯金などが単身1,000万円、夫婦で2,000万円を超える場合は適用されません。

【申請方法】申請書に通帳の写しなどを添付し、下記まで申請してください。

【申請・問合せ】 ▼介護保険事務所 保険給付班  ☎0187-86-3911  ▼仙北市包括支援センター  ☎43-2283

　 ▼仙北市長寿支援課  ☎43-2281

平成30年分の
　　確定申告と納税はお早めに!
大曲税務署からのお知らせ
　大曲税務署では、次の日程で確定申告

書作成会場を開設します。なお、開設期

間前は、申告書作成会場を設置していま

せん。また、申告書作成会場は大変混雑

し、長時間お待ちいただく場合がありま

す。国税庁ホームページの「確定申告書

等作成コーナー」を利用して、ご自宅で

の申告書作成をぜひお試しください。

【開設日時】2月18日月 ～ 3月15日金 

　（土・日曜日を除く） 9:00 ～ 17:00

【相談案内時間】9:00 ～ 16:00

※会場は大変混雑しますので、開設時間

内に申告書を作成できるよう、なるべ

く早めにお越しください。

【場所】大曲税務署2階会議室（大仙市大

曲上栄町9-4）※駐車場はありますが、

期間中は混雑が予想されますので、公

共交通機関などをご利用ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎0187-62-2191

　（自動音声によりご案内します。確定申

告に関するご相談などは「0」を選択し

てください。）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　FIS フリースタイルスキーワールドカップの開催まで
3 週間余り。２月 2 日、3 日には FIS OPEN/SAJ・A
公認のモーグル競技会も開催予定で、たざわ湖スキー場
は徐々にモーグルワールドカップ開催の雰囲気になって
きています。
　今号では、会場周辺の駐車場およびシャトルバスにつ
いてご案内します。来場の際の参考にしてください。

2019 フリースタイルスキー秋田・田沢湖モーグル競技会
2/2 土　モーグル予選・決勝　　2/3 日　デュアルモーグル予選・決勝

FIS OPEN/
SAJ･A 公認

FISフリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会　組織委員会事務局　☎ 43-3390

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）
大会公式 HP  http://www.akitamogul.com/

問
合
せ

　車でお越しの場合は、スキー場周辺の駐車場をご利用
ください。駐車場のご案内順は①～⑦の順となりますの
で、誘導員の指示に従って駐車してくださるようお願い
します。
　また、当日は会場周辺の混雑が予想されますので、乗
り合いのご協力をお願いします。

駐車場のご案内

2/23　   モーグル予選 ･ 決勝土 2/24　  デュアルモーグル予選 ･ 決勝日

　⑤ ･ ⑥かもしか駐車場⇔会場間と⑦下高野駐車場⇔会
場間は無料シャトルバスを運行します。

【かもしか第 1・第２駐車場⇔会場】
　　　　　　　23 日㈯　8:00 ～ 16:00（15 分おき）
　　　　　　　24 日㈰　9:00 ～ 16:00（15 分おき）

【下高野駐車場⇔会場】
　　　　　　　23 日㈯　8:00 ～ 16:00（20 分おき）
　　　　　　　24 日㈰　9:00 ～ 16:00（20 分おき）
※かもしか駐車場方面と下高野駐車場方面の乗降所は違います

ので、ご注意ください。

無料シャトルバスのご案内

運行時間

※田沢湖スポーツセンターには駐車しないようお願いします。

①銀嶺第 1 駐車場　　　　②銀嶺第 2 駐車場

③水沢第 2 駐車場　　　　④水沢第 1 駐車場

⑤かもしか第 2 駐車場　　⑥かもしか第 1 駐車場

⑦下高野駐車場

駐車場一覧

運行時間

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】

12月受付分、敬称略

◆浅利宏光（桧木内字畑中）

◆㈲アイルサービス

◆石沢キヌ（角館町岩瀬）

◆小松一裕（生保内字武蔵野）

◆横町町内会 会長 難波和夫

◆天理教仙北支部

◆門脇善寛（卒田字出口）

◆本田トミ（角館町細越町）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

《2月限定》 武家屋敷・青柳家

入村料ご優待のお知らせ
　喫茶室をご利用のお客さまは入村料が

無料となります。ご住所を証明できるも

のをご提示ください。

【期間】2月1日金 ～ 28日木 

【対象】秋田県在住で喫茶500円以上ご利

用の方限定（本人と同伴者《県外のご友

人》4人《合計5人》まで対象）。窓口で

ご利用券500円を各自ご購入ください。

【問合せ】角館歴史村・青柳家  ☎54-3257

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

おしらせ
ナビ
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伊藤アヱ子 （95 歳・田沢字春山）

阿部アキ　 （102 歳・田沢字春山）

伊藤榮　　 （101 歳・田沢字沼田）

阿部法子　 （82 歳・田沢字供養佛）

田口ヱミ　 （92 歳・生保内字堂ノ前）

菅原次郎　 （90 歳・生保内字武蔵野）

田口年明　 （68 歳・生保内字武蔵野）

似鳥修子　 （81 歳・生保内字宮ノ後）

玉井政美　 （56 歳・生保内字沼田）

茂木勇　　 （72 歳・小松字城廻）

津嶋五郎　 （88 歳・神代字古館野）

加藤廣治　 （85 歳・梅沢字都野）

佐藤武　　 （81 歳・卒田字中野）

門脇実　　 （61 歳・卒田字柴倉）

門脇レイ　 （91 歳・卒田字出口）

大森禧佑　 （91 歳・卒田字上真崎野）

野村大介　 （43 歳・小館）

本田隆藏　 （77 歳・細越町）

伊藤伸彦　 （60 歳・上新町）

根布谷鋭子 （98 歳・西勝楽町）

能美源一　 （92 歳・小勝田松ケ崎）

藤枝信雄　 （86 歳・小勝田中村）

小川利忠　 （80 歳・小勝田中川原）

能美久子　 （91 歳・小勝田下川原）

伊藤チヤ　 （89 歳・西長野上野）

石川房子　 （87 歳・西長野鬼壁）

照井瀧藏　 （93 歳・雲然荒屋敷）

小木田トシ （89 歳・八割大沢）

髙橋春男　 （80 歳・白岩念仏殿）

髙橋美登里 （93 歳・白岩堂野口）

  戸籍の
 窓口から
―12月届出分・敬称略―

人の動き　　　（　）内は前月比
（平成 31 年 1 月１日現在）

北邨向
こう

　　 （渉・生保内字武蔵野）

戸澤柚
ゆ い

衣　 （幸洋・上野）

髙橋みれい （直啓・勝楽）

畠山穂
ほ の か

果　 （努・西長野熊堂）

大牧奏
か な た

汰　 （茜・桧木内字小滝）

髙橋イト子 （82 歳・広久内水神柳）

橋本ヨネ　 （89歳・上桧木内字東上戸沢）

元村宗章　 （73 歳・桧木内字松葉）

畠山鑛榮　 （82 歳・桧木内字山口）

佐藤ミキ子 （94 歳・門屋字六本杉）

上田喜市　 （89 歳・西荒井字塚野腰）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

※表記の価格は全て税込価格です。

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

2/ ２ 土

●白岩城址燈火祭（白岩平城ほか17:00 ～ 20:00） P7

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～12:00） P13

●おはなしかい うさぎのみみ（田沢湖図書館10:00 ～） P13

● 2019 フリースタイルスキー秋田・田沢湖モーグル競技会（たざわ湖スキー場） P21  3 日まで  
●がま口バッグ作り教室（安藤醸造 麹くらぶ 9:30 ～15:30）1/1･P20

３ 日

４ 月
●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール10:00 ～11:30）12/1･P16

●生活習慣病予防教室（西木保健センター13:00 ～受付）11/16･P14

５ 火
●第 8 回仙北市総合美術展（角館町平福記念美術館 9:00 ～16:30　※入館は16:00まで） P12

17 日まで  

●はつらつ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール18:00 ～19:15）12/1･P17

６ 水

●第 4 回パソコン講座 ( パソコン基本 )（仙北市総合情報センター13:00 ～16:00） P19 　　　
6 日・7日・13日・14 日

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～16:00）1/16･P14

●第 1 回仙北地域クラウド交流会（角館交流センター18:00 ～ 20:00）1/16･P16

●生活習慣病予防教室（健康管理センター13:00 ～受付）11/16･P14

７ 木

●編みぐるみ教室（田沢湖総合開発センター13:30 ～16:30）1/16･P12

●初歩からの中国語講座（角館公民館１５:45 ～16:25） 1/1･P12

●角館押絵伝承会・制作者育成勉強会（仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」13:00 ～16:00）

12/16･P21  

●わくわく教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール10:00 ～11:30）12/1･P16

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール18:00 ～19:15）12/1･P17

８ 金 ●こころの電話相談（10:00 ～10:50、11:00 ～11:50）P17

９ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～12:00） P13

●せんぼく創業塾（仙北市商工会 西木出張所13:00 ～18:00）1/1･P20

１０ 日
●上桧木内の紙風船上げ（西木町紙風船広場15:00 ～） P7

●せんぼく創業塾（仙北市商工会 西木出張所13:00 ～18:00）1/1･P20

１１ 月

●第 24 回おやま囃子芸能発表会（角館交流センター9:00開場　9:15 ～開会） P18

●仙北市民スキー大会（《アルペン・スノーボード》たざわ湖スキー場　《クロスカントリー競技》スポー

ツセンタークロスカントリーコース）1/1･P20

●新舞踊教室（西木公民館13:30 ～15:30）11/16･P12

１２ 火

●オレンジカフェ（外町交流広場13:00 ～15:00） P16

●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00 ～12:00、12:00 ～15:00）P17

●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール10:00 ～11:30）12/1･P16

●はつらつ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール18:00 ～19:15）12/1･P17

１３ 水

●角館火振りかまくら（桜並木駐車場17:00 ～） P7･P18

●たいそう広場（さくラッコ10:30 ～11:30） P15

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00 ～16:00）P19

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00 ～16:00） P19

●初心者向けエコクラフト教室（西木公民館13:30 ～15:30）12/16･P16

１４ 木

●角館火振りかまくら（角館町内各所） P7･P18

●オレンジカフェ（紙風船館 9:30 ～11:30） P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00 ～16:00） P19

●編みぐるみ教室（田沢湖総合開発センター13:30 ～16:30）1/16･P12

●初歩からの中国語講座（角館公民館１５:45 ～16:25） 1/1･P12

●わくわく教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール10:00 ～11:30）12/1･P16

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール18:00 ～19:15）12/1･P17

１５ 金

●献血（詳しい時間・場所は16ページをご覧ください。） P16

●笑いの会（健康管理センター10:00 ～11:30頃） P17

●稼ぐ農業経営を考える会（西木総合開発センター14:00 ～16:00）1/16･P9

●生活習慣病予防教室（田沢湖健康増進センター13:00 ～受付）11/16･P14

１６ 土

●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場10:00 ～ 21:00　※17日は15:00まで） P7

17 日まで  

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～12:00） P13

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00 ～） P13

●オレンジカフェ（グループホームひまわり14:00 ～16:00） P16

●そば打ち教室（神代就業改善センター10:00 ～） P19

１７ 日

●松葉・相内の裸参り（西木町桧木内字松葉11:00出発） P7  

●オレンジカフェ（八割コミュニティーセンター１３:30 ～15:30） P16

●小正月行事どんど焼き（かたくり館前特設広場15:00 ～） P18

●ドローン講習会・体験会・組立会（角館交流センター《講習会》9:00 ～12:00《体験会》13:00

～16:00《組立会》9:00 ～16:00） 1/1･P21

仙北市カレンダー ２/２土   ～ 17 日   

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp/　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
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仙北市の冬まつり

市役所からのお知らせ

公共施設内全面禁煙のお知らせ／
まちづくり日記

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

図書館情報局

子育てインフォメーション

保健・健康の掲示板

おしらせナビ

FIS フリースタイルスキーワール
ドカップ秋田たざわ湖大会

戸籍の窓口から／第 3 セクター
耳より情報／仙北市カレンダー

広告

SG　自宅で雪よせをしている
と、横で雪玉を投げる息子。狙
いは約 1m はありそうな軒下の
つらら。思えば自分が子どもの
頃は、遊びながら屋根の高さ
ほどまであった軒下の雪によじ
登って取っていました。当時に
比べると雪の量も外で遊ぶ子も
減ったなぁと。さて、どうにか
して取ろうとしていたつららは
というと、威力ある雪玉で粉々
になっていました…

FK　先日、私もお世話になって
いる手踊りの先生を歴代の弟子
たちが集まり感謝をお伝えする
会が開かれました。先生は 60
年以上にわたり指導にあたり、
いまや弟子の数は数えきれない
ほど。改めて先生は地域の宝だ
なと感じた 1 日でした。

MT　魅力満載の冬まつりが始
まるシーズン。広報担当として
は、腕が鳴るところです。冬の
取材はどれも楽しい思い出です
が、とにかく寒い。シャッター
を押す指先の感覚がないことも
しばしば。それでも撮りためた
写真を眺めると、参加者の笑顔
にほっこりします。寒いけど
あったかい。仙北市の冬まつり
にきてたんせ。

広報担当者の

つ や きぶ

出生
5 人 48 人 20 人

死亡 転入 転出
30 人

-1

第３セクター耳より情報

田沢湖   9,889 人
角　館 12,105 人
西　木   4,428 人

人口 26,422 人
（－ 53）　

男 12,287 人 （－ 18）
女 14,135 人 （－ 35）

世帯数 　10,601 世帯 （－    6）

２

西木温泉ふれあいプラザ  クリオン

温泉プールは、冬季も休まず営業しています。冬季間の運動不足
解消や体力づくりに、ぜひご利用ください。

温泉プール好評営業中！

西木町門屋字屋敷田83-2　☎ 47-2010　6:00 ～ 21:00
メンテナンス休館日：28 日㈭

温泉三昧湯治プラン 3 月 31日㈰ご出発分まで

お 1 人様 9,800 円（2 泊 3 日 5 食付）※ 1 室 1 名利用時は 1,080
円追加。ご延泊は 4,500 円（1 泊 2 食付）追加。

本鮪解体＆鏡元もとじ歌謡ショー 海鮮祭り
15 日㈮　開宴 18:30 ～　会場：多目的ホール
お 1 人様 6,000 円（料理・飲み放題付）

仙北市民憩いの日  今月は26 日㈫

田沢湖生保内字武蔵野111-8　☎ 43-2133
7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）   2 月の定休日…13 日㈬、27 日㈬

仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

東風の湯

田沢湖ハーブガーデン ハートハーブ
スペシャル体験  ソープカービング教室

田沢湖田沢字潟前78　☎ 43-2424　土日祝 10:00 ～ 16:00
（4 月上旬まで土・日・祝日のみレストラン・ショップ・体験教室を営業）

香りつき石けんをナイフで削って作る、石けんの彫刻です。
おしゃれでかわいいデザインがお部屋を彩ります。初心者の方でも、
講師（くろあ先生）がわかりやすくご案内します。
おかわり自由のハーブティー＆ドリンクバー付きでお得！
【開催日時】10 日㈰または 11 日㈪㈷　10:00 ～（所要時間：約 2 時間 )
【料金】お 1 人様 2,160 円　※石けんの色をお選びいただけます。
【定員】10 人（予約制）
お電話かメール（info@heart-herb.co.jp）でご予約ください。

西宮家

角館町田町上丁11-1　☎ 52-2438　10:00 ～ 17:00（年中無休）

お雛様を展示します！
23 日㈯～ 3 月 10 日㈰　場所：米蔵

バレンタインランチ
14 日㈭　11:00 ～ 14:00　場所：レストラン北蔵
お 1 人様 1,500 円　※なくなり次第終了します。

上記、期間中にレストラン北蔵で「雛御膳」をご用意しています。
お 1 人様 2,160 円（2 日前まで要予約）

雛御膳

10 日㈰　餅つき、餅の販売、火振りかまくらなどを行います。

花葉館

角館町西長野古米沢30-19　☎ 55-5888　※不定休

特別感謝企画 入浴回数券の割引販売

2 月毎週土曜日　17:30 ～ 18:00
火振りかまくら体験できます！

23 日㈯　10:00 ～ 19:00（温泉棟限定販売）
通常販売価格 3 冊 6,000 円を 3 冊 5,000 円で販売！
※限定 500 セットで、お 1 人様 5 セットまでです。

西長野ふる里祭り

花葉館レストランイベント  鍋祭り
21 日㈭　18:30 ～　お 1 人様 5,000 円（飲み放題付）

あったか湯治プラン 4 月 15 日㈪まで

お 1 人様 10,000 円（2 泊 3 日 5 食付）
※休前日 1,000 円追加。（メンテナンス休館日を除く）
2 名様以上でお申し込みください。
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